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白い藤棚と梅
兼六園の真弓坂を上がると左に瓢池と夕顔亭がありそこに咲く白い藤棚がある。すぐそばの蓮池門近
くに紫色の藤が見られる。
その坂を上がりきったところは梅園があり散策を楽しむことができる。



巻頭言

　始めに、１月１日に発生した令和６年能登半島地震により被害を受けられた方々に対し、心からお見
舞いを申し上げます。また、現地の医療機関で懸命に医療を支えられている石川県病院薬剤師会の先生
方をはじめとする医療従事者の皆様に敬意を表します。

巻頭言に替えて、当院の取り組みを一部紹介させていただきます。

・薬薬連携への取り組み
　多くの当会会員施設においても保険薬局との連携に注力されていることと思います。当院では２か
月毎に近隣の保険薬局の先生方と「薬薬連携セミナー」を開催しています。当院と保険薬局の薬剤師
が持ち回りで発表を行い、活発な質疑応答を通じて研鑽を積んでいます。最近では保険薬局の先生か
ら自施設での吸入薬指導への取り組みについて発表があり、継続的な吸入手技の確認と指導の効果に
ついて紹介いただきました。保険薬局での丁寧な指導の様子を知ることができ、トレーシングレポー
ト等を通じた先生方の吸入手技評価を処方医にフィードバックすることの重要性を再認識する機会と
なりました。セミナーとあわせて様々な意見交換を行い、医薬品の供給状況に関する情報共有などを
行っています。この他、保険薬局の先生を対象に、年１回、がん薬物療法に関連するセミナーの開催
を実施しています。

・がん専門薬剤師認定制度による他施設でのがん薬物療法の研修
　当院はがん専門薬剤師認定制度（日本医療薬学会）のがん専門薬剤師研修施設（連携施設）の認定
を取得しています。当院のような連携施設のみでの研修では認定取得要件を満たすことはできません
が、基幹施設と連携した研修を行うことで要件を満たすことが可能になります。2022年度に当院職員
がこの制度に基づき、金沢大学附属病院を基幹施設として研修を実施させていただきました。自院の
みの症例では取り扱うがん種に偏りが生じてしまう問題があり、また経験豊富な金大病院の先生方の
指導を受けて、研修させていただいた職員にとって有意義なものとなりました。また研修内容を職員
間で共有することで、他の職員にも良い刺激となりました。今回はがん専門薬剤師認定制度による研
修でしたが、今後このような他施設での研修連携を何らかの形で実現できればと思います。

以上、当院の取り組みについて紹介させていただきました。今後も「薬薬連携セミナー」を通じて保険

金沢市立病院　薬剤室長
石川県病院薬剤師会　理事　　竹　田　和　喜
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薬局の先生方と顔の見える関係性を維持していきたいと考えています。また、がん専門薬剤師のみなら
ず、様々な認定資格取得を目指すことを通じて職員の専門性を高め、安心安全な薬物療法を患者に提供
できるよう努めていきたいと思います。
　今年2024年は診療報酬改定の年であり、会員施設の先生方も対応に奔走されていることと思います。
改定の基本方針には、タスク・シェアリング／タスク・シフティング、チーム医療の推進が掲げられて
いるほか、電子処方箋の普及をはじめとする医療DXの推進が謳われています。また、後発医薬品やバ
イオ後続品の使用促進への取り組みや医師・病院薬剤師と薬局薬剤師の協働の取組による医薬品の適正
使用等の推進が求められています。
　病院薬剤師への期待がますます高まっている中、当院においてもこれに応えるべく、業務の見直しと
効率化、将来的には調剤業務の自動化などを進めていかなければならないと考えております。
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